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１. ⼈⾷い⽤⽔路
岡⼭県では⽤⽔路への転落事故が後を絶たない
4年間の死亡者数はなんと108⼈

２. 転落事故の現状
年齢構成 交通⼿段 通報時間
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⾼齢者が⼤半を占めるが
どの世代でも事故は起き
ている

徒歩と⾃転⾞の割合が
多く、徒歩で死亡、
重症の割合が⾼い

時間帯は分散している
が午後より午前の⽅が
64 %と割合が⾼い

３. 課題点
ü 対策のためのコストや⼈員の不⾜
ü 転落⾼さ0.8 m以上で死亡、重症の割合が⾼い
ü ⾏政による危険箇所の把握が困難

どんな年齢、交通⼿段、時間でも事故は発⽣している

転落事故を約24 %削減
対策の効果あり

既存の対策

Point!
ü 落ちた後の被害を軽減
ü 実情を知る住⺠による設置
ü ⼯事を要さず、簡単に設置

ネット

簡単に
設置可能

調節可能な機構
⽔路の幅まで伸ばす→固定

断⾯図 上からみた図

４. 提案内容

Challenges point

時間帯 ⽇中の事故反射板の取り付け夜間にも対応可能

Challenges point

転落多発個所に対応可能場所

調節可能な機構により
様々な危険個所で対応
必要に応じて補強が可能

Answer

道路

転落防⽌⽤のチェーン

全体図

ネット

５. 効果

簡易設置型転落対策装置

• ロープとネットの⼆重対策
▶転落防⽌と被害の軽減

• ⼯事を要さず、住⺠が設置する
▶コストや⼈員の削減
▶住⺠の意識向上、危険箇所の対策が促進

• ネットやロープの取り外しが容易
▶⽤⽔路の清掃等の管理がしやすい

• 応⽤
反射板の取り付け夜間にも対応可能

転落防⽌⽤のロープ


